
乳 腺 外 科 の ご 紹 介TOPICS

乳腺外科について
放射線治療について
地域医療連携課より

Pink-Ribbon （ピンクリボン）は、アメリカの乳がんで亡くなられた患者の家族が、「このような悲しい出来事が繰り返されないように」と願いを込めて作っ
たリボンからスタートした、乳がんに対する理解と支援のシンボルです。
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乳腺外科と緩和ケア科、 
包括的な医療

放射線治療の連携による
を提供します

乳腺外科放射線治療

　

良
性
か
ら
悪
性
ま
で
の
乳
腺

疾
患
に
対
し
て
、
質
の
高
い
診

療
を
行
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
令
和
3
年
度
は
新
た
に
専

門
医
の
川
口
佳
奈
子
医
師
も
赴

任
し
、
専
門
医
2
人
体
制
に
な

り
ま
し
た
。
女
医
を
希
望
さ
れ

る
方
に
は
予
約
対
応
い
た
し
ま

す
。

　

ま
ず
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と

超
音
波
に
て
性
状
を
調
べ
ま
す
。

良
性
は
観
察
と
し
、
精
査
の
場

合
は
生
検
を
行
い
ま
す
。
針
細

胞
診
、
針
生
検
、
吸
引
式
針
生

検
が
あ
り
、
検
診
発
見
の
多
い

　

乳
房
温
存
手
術
（
乳
房
部
分

切
除
術
）
を
行
う
場
合
に
は
、

術
後
に
残
存
す
る
乳
房
に
放
射

線
治
療
を
行
い
ま
す
。
残
存
乳

房
へ
の
放
射
線
治
療
は
、
通
常

は
約
25
～
30
回
に
分
割
し
て
行

わ
れ
ま
す
。 

土
日
祝
日
を
除
く

月
か
ら
金
曜
日
の
毎
日
連
続
し

て
行
い
ま
す
の
で
、
治
療
は
約

5
～
6
週
間
を
要
し
ま
す
。
年

齢
や
が
ん
の
状
況
等
、
い
く
つ

か
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、
放
射

線
治
療
の
期
間
を
16
～
20
回

（
3
～
4
週
間
）
に
短
縮
し
、
そ

の
代
わ
り
1 

回
あ
た
り
の
線
量

を
少
し
増
加
さ
せ
て
治
療
を
行

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
乳
房
切

除
手
術
を
行
っ
た
場
合
に
も
、

リ
ン
パ
節
転
移
、
腫
瘍
の
大
き

さ
な
ど
の
状
況
に
応
じ
て
放
射

線
治
療
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
通
常
は
約
25
～
30
回

（
5
～
6
週
間
）
に
分
割
し
て
行

わ
れ
ま
す
。
治
療
前
に
は
放
射

線
治
療
科
を
受
診
し
て
頂
き
、

診
察
を
受
け
ら
れ
た
上
で
、
適

切
な
放
射
線
治
療
を
選
択
致
し

ま
す
。

　

乳
腺
外
科
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

に
が
ん
放
射
線
療
法
看
護
認
定

看
護
師
と
女
性
放
射
線
治
療
技

師
が
参
加
し
、
緊
密
な
連
絡
を

取
り
合
い
な
が
ら
治
療
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

治
療
期
間
中
は
週
１
回
、
放

射
線
治
療
医
が
診
察
を
行
い
ま

す
の
で
、
治
療
期
間
中
に
心
配

ご
と
が
あ
れ
ば
相
談
頂
け
ま
す
。

ま
た
、
月
ご
と
に
ま
と
め
て
お

会
計
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
す

の
で
、
放
射
線
治
療
期
間
中
は

会
計
の
待
ち
時
間
は
あ
り
ま
せ

ん
。

石
灰
化
に
対
し
て
は
、
最
新
鋭

の
ト
モ
シ
ン
セ
シ
ス
（
断
層
撮

影
）
付
き
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
、

ス
テ
レ
オ
ガ
イ
ド
装
置
を
導
入

し
従
来
の
半
分
程
度
の
時
間
で

検
査
し
て
い
ま
す
。
並
行
し
て

C
Ｔ
、
M
R
I
な
ど
も
行
い
ま

す
。
こ
れ
ら
を
数
日
内
に
行
い
、

迅
速
な
治
療
開
始
を
心
が
け
て

い
ま
す
。

　

手
術
は
適
応
に
応
じ
て
温
存

手
術
、
乳
房
切
除
術
を
行
っ
て

い
ま
す
。
希
望
に
応
じ
て
形
成

外
科
と
再
建
術
も
行
っ
て
い
ま

す
。
薬
物
治
療
は
再
発
予
防
の

補
助
療
法
と
、
再
発
治
療
を
行
っ

て
い
ま
す
。
当
院
は
外
来
化
学

療
法
室
を
有
し
、
専
門
看
護
師
、

薬
剤
師
と
の
チ
ー
ム
で
患
者
様

を
支
え
て
い
ま
す
。
放
射
線
療

法
も
地
域
で
も
早
く
か
ら
リ
ニ

ア
ッ
ク
装
置
を
導
入
し
、
放
射

線
専
門
医
、
技
師
、
看
護
師
と

術
後
療
法
、
再
発
制
御
な
ど
臨

機
応
変
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

近
隣
病
院
の
術
後
照
射
な
ど
も

多
数
の
ご
紹
介
を
頂
い
て
お
り
、

治
療
計
画
を
放
射
線
科
が
精
密

に
立
て
た
上
で
行
い
、
終
了
時

に
は
線
量
分
布
図
を
添
え
て
お

返
し
し
ま
す
。
合
併
症
に
は
乳

腺
外
科
が
対
処
し
て
遺
漏
の
無

い
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

当
院
の
特
色
で
も
あ
る
緩
和

ケ
ア
科
と
の
連
携
に
よ
り
、
癌

告
知
時
か
ら
支
援
す
る
活
動
も

し
て
お
り
、
患
者
様
の
安
心
感

も
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
治
療
全
般
に
お
い
て
世
界

か
ら
発
信
さ
れ
る
最
新
知
見
を

遅
滞
な
く
導
入
す
る
よ
う
に
心

が
け
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
も

大
病
院
に
比
べ
る
と
少
な
い
分
、

患
者
様
と
我
々
双
方
が
、
顔
の

見
え
る
関
係
で
対
応
し
て
お
り

ま
す
。
病
気
は
心
配
で
不
安
な

こ
と
だ
ら
け
で
す
が
、
常
に
親

身
に
寄
り
添
い
、
患
者
様
の
笑

顔
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
乳
房
に
不
安
を
感

じ
る
方
が
お
ら
れ
た
ら
ご
相
談

下
さ
い
。

放射線治療室　中村清直医師

放射線治療システム VARIAN

放射線治療スタッフ
写真の前列中央は放射線科部長 後藤公男医師

乳がん治療の流れ

診
断
に
つ
い
て

治
療
に
つ
い
て

治
療
に
つ
い
て

専
任
の
看
護
師
・
技
師
を
配
置

乳腺外科部長
小林稔弘医師

乳腺外科
川口佳奈子医師



高槻赤十字病院　地域医療連携課
〈 外来予約・経過照会・セカンドオピニオン・転院依頼などについての窓口です 〉

TEL  072-696-3274（直通）   /   FAX  072-695-0054 （直通）
TEL  072-696-0571（代表）   /   FAX  072-696-1228 （代表）
〒 569-1096　大阪府高槻市阿武野 1 丁目 1 番 1 号
　　renkei-jrct@takatsuki.jrc.or.jp
　　https://www.takatsuki.jrc.or.jp
地域医療連携課営業時間
　平日　8：40 〜 19：00
　土曜　8：40 〜 13：00  ( 祝日除く )

　
バ
ス
通
り
か
ら
当
院
の
敷
地
へ
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、

銀
杏
並
木
の
緩
や
か
な
坂
道
が
続
き
ま
す
。
し
ば
ら
く

す
る
と
、
建
物
に
向
か
っ
て
正
面
玄
関
へ
向
か
う
急
勾

配
の
右
カ
ー
ブ
が
見
え
て
き
ま
す
。
そ
の
袂
に
大
楠
が

あ
っ
て
、「
阿
武
山
神
社
」
が
鎮
座
し
て
い
ま
す
。

　
「
阿
武
山
神
社
」
と
は
、
天
照
大
神
、
大
国
主
命
、
少

彦
名
神
を
祭
神
と
し
、
昭
和
十
六
年
十
一
月
二
日
病
院

創
立
に
際
し
、
患
者
並
び
に
職
員
の
守
り
神
と
し
て
、

大
阪
市
に
本
社
を
構
え
る
コ
ク
ヨ
株
式
会
社
の
創
業
者

黒
田
善
太
郎
氏
の
篤
志
寄
付
に
よ
り
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
六
十
二
年
十
月
十
五
日
、
病
院
の
移
転
に
伴
い
、

此
処
に
遷
座
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
十
月
十
五
日
に
例
大

祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

地

域

医

療

連

携

課

よ

り

令和３年 10 月 15 日に行われた例大祭の様子


